
　サントリーホールによる今回の新制作『TEA ～茶は魂の鏡～』（以下、『TEA』）は、

とても意義深く、皆様にとって稀有な劇場体験として記憶に刻まれることでしょう。タン・

ドゥンのオペラは自然と人類のシンボルであり、私たちは新たな気持ちでこの作品への

旅に乗り出します。それはきわめてユニークなものになるでしょう。サントリーホールの空

間はそのまま使い、観客がアリーナのようにステージを取り囲むさまは、ギリシャの古代

劇場を思わせます。古代においてはすべての演劇が神に捧げられていたからです。今回、

私たちは舞台を船に見立てますが、それはすなわち〈ノアの方舟〉を示唆するものです。

　『TEA』は深い精神性をもつ作品であり、演出家としては、神秘に満ち、超越的かつ

儀式的な要素を取り入れた舞台にしたいと考えています。したがって、この特別な公演

に関わる全ての演者——音楽家たちも含めて——が「茶」、「愛」、「人生」そして「信念」

を祝います。このオペラは日本と中国双方の文化に深く根ざしています。なぜなら茶は歴

史を通じて両国を結びつけてきたからです。この作品は、表面上は陸羽の『茶経』の実

物を探す旅の物語ですが、実際には『TEA』の意義はその物理的な存在を超えて、唐

王朝の皇女、蘭と日本の皇子、聖嚮との悲恋を描きます。本作品は、観客に五感を通じ

た体験を提供するとともに、生と死に対する理解を深めるための詩的なアプローチなの

です。

　『TEA』は時空を超え、とりわけAIの時代を生きる私たちにとって、人生の本質とは

何かを理解する上で現代的な感覚をもたらす作品となるでしょう。タン・ドゥンのオペラ

『TEA』は、ワーグナーの『パルジファル』を想起させます。本演出においては、茶碗が

血も茶も入っていない空の聖杯を表し、象徴的で重要な役割を担います。それは禅にお

ける「空」の境地を体現し、それは音楽の抽象性にも表れていますが、逆説的に、音楽

こそもっとも直感的に伝わる表現手段でもあるのです。巨匠たちからインスピレーション

を得て、私たちはこの儀式的なパフォーマンスを通じて、人間の美しさと愛に対する内な

る共鳴を呼び覚ますことを目指しています。音楽、映像、演者、そのほかすべての要素

が一体となって舞台に特別なエネルギーを醸し出すでしょう。存在という普遍的なテー

マのもと、陸羽の『茶経』に込められている禅の真髄を、タン・ドゥンの心に響く音楽を

通して表現したいと思います。
（後藤菜穂子 訳）
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